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日常のふるさと感(？)



ということで、僕のスマホに入っていた
適当な画像から
なんかそれっぽいやつを4枚選びまして
載せてみました。
左上から時計回りに
有馬、六甲、実家付近、三宮で撮った物のはずです。

ところで、
ノスタルジックって
なんでしょうね。
とりあえず検索して
出てきた画像がこれ→

なんですけれども。

もちろん僕のふるさとにこんなもんありません。
掲載した実家付近以外の三枚の写真も、
やはり僕のふるさととはだいぶ違います。
でもなぜかそれっぽさを感じてしまうのは

一体何故なのでしょうね？
恐らくさまざまな芸術とかアニメとかに触れて
自分の中に成型されてしまった物でしょうが、

それがなかった場合、僕はどんな物に
懐かしさを感じることになるのでしょうね。

謎は深まるばかりです…



メロンパンれぽ

＜★５つ評価について＞
甘さ………★が多いほど甘い。
サクサク…★が多いほどサクサク。
しっとり…★が多いほどしっとり。
コスパ……★が多いほどコスパ良し。
※筆者の主観が評価に大きく影響を与えています。
※価格は2021年9月・10月現在のものです。

メロンペストリーバター

製造会社：神戸屋
本体価格：130円
甘さ★★★★☆
サクサク★★★★☆
しっとり★★★★☆
コスパ★★★☆☆

＊好き好きポイント＊
内側がデニッシュ生地になってい
てしっとり。表面にまぶせられた
繊細な砂糖の食感がよき。バター
の風味がしっかりしてて、香ばし
い！

「食欲の秋」といいますが、筆者は年中どの季節でも食欲旺盛。
前回はプリンの食べ比べをしましたが（KUBC PRESS 7月号参照）、
今回はメロンパンの食べ比べをしてみました。
食べ比べ最高！ 美味しいって最高！



大きなメロンパン

製造会社：山崎製パン
本体価格：110円くらい
甘さ★★★☆☆
サクサク★★★☆☆
しっとり★★★☆☆
コスパ★★★★★

＊好き好きポイント＊
意外に甘さが控えめ。パン自体、バ
ターがきいているからか少し塩味があ
るため、表面のクッキー生地の甘さが
際立って美味。大きいけど重たくない
のでぱくぱくいける。

ファミマ・ザ・メロンパン

製造会社：敷島製パン
本体価格：110円
甘さ★★★★☆
サクサク★★☆☆☆
しっとり★★★☆☆
コスパ★★★★☆

＊好き好きポイント＊
甘めだけど味のバランスがいい。メロ
ンパン特有の爽やかな香りが鼻を通る。
余計なものが入ってない感じのあっさ
りした美味しさ。安定感ある。



サクふわっメロンパン

製造会社：敷島製パン
本体価格：119円
甘さ★★★☆☆
サクサク★★☆☆☆
しっとり★★★★☆
コスパ★★★☆☆

＊好き好きポイント＊
確かにパンがふわっとしてる。バターの
塩味がしっかり感じられて、クッキー生
地の甘さと相まって美味。あとパッケー
ジデザインがかわいい。

サックリメロンパン

製造会社：山崎製パン
本体価格：107円
甘さ★★★★☆
サクサク★★★☆☆
しっとり★★★★☆
コスパ★★★★☆

＊好き好きポイント＊
体に染み渡る甘さ。周縁のクッキー生
地がサクサクホロホロで美味しい。き
め細かい砂糖の食感があるのもよき。



はいから京風メロン こしあん＆チーズクリーム

製造会社：山一パン総本店
本体価格：129円
甘さ★★★★☆
サクサク★☆☆☆☆
しっとり★★★★★
コスパ★★★☆☆

＊好き好きポイント＊
表面がサクサクじゃなくて、全体的にしっとり。
中にこしあんとチーズクリームが入っているので、
メロンパンなのにメロンパンって感じがしない
…！しっとりやわらかくて美味しい。和洋折衷な
味わいで良きです。

やさしい甘さのメロンパン

製造会社：エフベーカ
リーコーポレーション
本体価格：110円
甘さ★★★★★
サクサク★☆☆☆☆
しっとり★★★★☆
コスパ★★★☆☆

＊好き好きポイント＊
「やさしい甘さ」って書いてあるけど、結構甘い。クッ
キー生地はしっとりしていて、砂糖の粒の食感あり。疲
れたときに食べたら沁みるやつだと思う。バターとかメ
ロンの香りは控えめで、純粋に甘さが際立っている感じ。



京風メロン 白あん入り

製造会社：山一パン総本店
本体価格：129円
甘さ★★★☆☆
サクサク★☆☆☆☆
しっとり★★★☆☆
コスパ★★☆☆☆

＊好き好きポイント＊
他のメロンパンに比べると、甘さは控えめ。
黒糖かカラメルかわからないけれど、なん
か香ばしい。中に入っている白餡がしっと
りしててやわらかい甘さで美味しい。
なんか懐かしい感じのお味。

いかがでしたでしょうか。
メロンパンが食べたくなってきませんか？笑
記事作成という名目でたくさんメロンパンを買い込んで美味しさに
浸ることができ、筆者はとても満足しております。
メロンパンを食べると何だか懐かしい気持ちになるのが不思議です。

記事作成を通して感じたのですが、食べ物が美味しそうに見えるよ
うに写真を撮るのがとても難しい…！
撮影スキル低レベルの筆者が撮った写真よりも、実際はもっと美味
しそうな見た目をしています。それに、いい匂いもしてます。それ
が皆さんに伝わるくらいの撮影スキルが欲しかったです。

ともあれ、気になったものがあればぜひ食べてみてください。
美味しく食べればカロリーゼロ！



郷愁の地

「またか」

何度目かのため息。

目の前に広がる景色に、何の感動も覚えない自分がいる。

湧き上がるのは、疑問、不満、諦観。

様々な感情が、絵の具のように混ざりあっていく。

私には、「郷愁」という情が分からない。

過去のことを慈しむ気持ちが、いつしかなくなっていた。

「故郷」を訪れても、生まれるのはそこに対する愛情や懐旧ではなく、

「自分が暮らしていた」という事実のみ。

人が「懐かしい」と思うような状況において、私はいつも、

他人の人生の記録を見せられているような感覚に陥る。

そんな私に「郷愁の地」が存在しないのは、言うまでもない。

そして、この欠落がまともなものでないと気付いたのは、最近。

以来私は、どこかに落とした感情を探し出す旅をしている。

けれど、目当てのものはなかなか見つからない。

－この旅も、終わりが近いのだろうか。

「故郷」と言える場所をめぐり始めて、どれほど経っただろうか。

「お前にふるさとはない」と、誰かの声がする。自分の声だろうか。

心の中から聞こえたその声に、私は返す。

「じゃあ、私はまともじゃないの」

声はそれ以上聞こえなかった。

どこかに、私の居場所はあるはずだ。祈りにも似た想い。

それが過去、未来、どちらにあるかは知らないけれど。

あるいは、この旅そのものが。

私をまともでいさせてくれる唯一の瞬間なのかもしれない。









編集後記

表紙

日が沈む前の

グラデーションの空が好きです。

ずもさん

日常のふるさと感（？）

だんだん色々外出できそうな雰囲気に

なりつつありますね。嬉しいです。

あらい

郷愁の地

「地元愛」が持てない自分の気持ちを

デフォルメして書きました

Field

童心に帰ろう！

子ども心を大切にしたいです。

ずもさん

メロンパンれぽ

美味しいって、しあわせ。

ずもさん





僕は、いわゆる「居候」って

やつだと思う。

定年退職したおじさんのおうち

で暮らし、毎日、悠々自適な生

活をしている。

おじさんは、僕にとてもよくし

てくれる。美味しいご飯を用意

してくれるし、僕の知らないい

ろいろな話を聞かせてくれる。

おじさんの住むマンションの一

室は、南向きに窓がついている。

その窓から差し込む陽の光を受

けながら外の景色を眺めるのが、

僕の日課だ。

あるとき僕は、おじさんが部屋

で静かに涙を流しているのを見

た。

おじさんは、額縁におさめられ

たひとりの女性の写真を見つめ

ていた。

世間知らずな僕にもわかった。

あれは、亡くなった人の写真だ。

それ以来、僕は何度か彼が写真

を見ながら泣いている様子を目

にした。

そのたびに僕は悲しい気持ちに

なって、自分に何かできること

はないかと考えた。

励ましの言葉はいくつか思いつ

いたけれど、どれもありきたり

なものばかりだった。

何より問題だったのは、僕には

思いを言葉で伝える術がないと

いうことだった。

『おじさんと僕』
作：ずもさん



おじさんは、マンションの近く

の公園で僕を拾ってくれた。

あのとき僕は、瀕死の状態だっ

た。

子どもたちの好奇心は恐ろしい。

僕は根っこから引き抜かれ、砂

場に連行され、おままごとの道

具にされた。

子どもは僕をもとの花壇に植え

直すことはなく、僕を砂場に残

して帰っていった。

僕は喉が渇いて、孤独で、悲し

かった。

その翌朝、散歩していたおじさ

んが僕を見つけた。

僕を自宅に連れていき、植木鉢

に植えて、十分な水を与えてく

れた。

窓から差し込む陽の光を受けて、

僕はとても幸せな、あたたかい

気持ちになった。

命の恩人である彼のために、僕

は何ができるだろう。

……そうだ。

僕にできることはこれしかない。

今、僕のからだには、ひとつだ

け蕾ができている。

この蕾を咲かせたら、綺麗な花

を咲かせることができたら、あ

の人を笑顔にできるんじゃない

か。

僕は決心した。そして、窓から

差し込む陽の光を充分に受ける

べく、葉を広げた。

待ってて、おじさん。

とびきり美しい花を咲かせるか

ら。



「現在大学生の間で朝活が流行

しているそうです。」

テレビの向こうでレポーターが

話している声が、右から左へ通

り過ぎる。

通学時間が無くなった大学生が、

朝ごはんをゆっくり作ったり資

格勉強に活かしたりしているら

しい。

そんな人も世の中にいるのか、

いやそんな奴本当にいるのかよ、

とぼやきながらトーストを咥え

パジャマのままでZOOMを開く。

世の中の大学生の大半は自分と

同じ生活を送っている気がする。

通学していた時と変わらない慌

ただしい朝。

僕の場合、登山、と称される通

学をしていた時間は睡眠に消え

た。

ふと、「街まるごと封鎖するっ

て、映画みたいじゃん。」と異

国の状況を話していた彼女のこ

とを思い出した。

あの頃は彼女も僕も自分がその

映画の登場人物になるなんて想

像さえしていなかった。

「事実は小説よりも奇なり」と

はよく言ったものだ。現実は映

画ほど簡単に解決も完結もしな

いらしい。

『登山』
作：よせなべ



彼女は元気にしているだろう

か。動物と森を開拓するゲー

ム派だろうか。フィットネス

に勤しむ派だろうか。

アイドルを応援していた彼女

の、あのオーディション番組

への反応も気になる。

「この状況で、本当に会いた

い人としか連絡を取らなくな

りましたね。」

と、表面的な関係性からの解

放を喜んでいた人がいたが、

僕には全く当てはまらない。

僕は、本当に会いたい人の連

絡先を知らないのだ。

２年前彼女はパートナーがい

ないと言っていたけれど、こ

の長い月日は状況を大きく変

えてしまっただろう。

あの時連絡先を聞けなかった

自分を呪うしかない。

次に彼女と会う時に、と決め

ていた誘い文句を口の中で転

がしてみる。

「良かったら一緒に下山しな

い？」



「早まるな！」

突如耳に入った声で顔を上げた。

このところ、俯きながら歩くのが

癖になっている。視線を道に移し

たままでも、通行人とぶつからな

い程度にはこの歩き方に慣れてし

まった。

目の前には、何やら大勢の人々が

集まっている。群がっている、と

言った方が正しいか。十代の学生

から六十近くの爺さんまで様々だ

が、揃いも揃って上を見上げてい

る。何となく何が行われているか

は想像がついたが、彼らの視線を

追ってみた。

視線の先には、テナント募集を訴

える看板のついたビル、そしてビ

ルの屋上に立つ一人の男がいた。

男は屋上の縁にある手すりを乗り

越え、手すりを掴みながら僅かし

かない足場に立っている。まあ要

するに、飛び降りようとしている

わけだ。およそビル五階の位置に

いる男はスーツを着ていた。見た

ところ、仕事に嫌気がさして自殺

でも考えたか。

こういった飛び降り騒ぎが起こる

というのは知識として知っていた

が、実際に遭遇するのは初めてだ。

見物するほど暇ではなかったが、

無視するわけにもいかず、足を止

めていた。周りの連中もおおかた

そんな具合だろう。

「降りてきなさい！」

近くにいた四十ぐらいの男が叫ん

だ。

『哀れな男』
作：Field



隣には妻と思しき女と、女に抱え

られた赤ん坊。赤ん坊にこの光景

を見せまいとして、女は赤ん坊を

抱いたままビルに背を向けている。

「うるせえ！そんなに降りてほし

けりゃ今すぐ飛び降りてやろう

か！」

屋上の男の反応に、さっきの四十

の男を含む地上の野次馬たちがど

よめく。どうやら男の気迫に、本

気で自殺しようとしている雰囲気

を感じ取ったようだ。

「待て、そういうことじゃない、

考え直せと言ってるんだ！」

四十の男が慌てて応じる。その声

で周囲のどよめきが静まった。

知らず知らずのうちに、この男が

野次馬の中心的存在になっている

ようだった。

「黙れ！お前に俺の何が分か

る！」

屋上の男がさっきよりも勢いよく

叫ぶ。

「もちろん君に何があったかは私

には分からない、しかしその選択

は早合点が過ぎる！」

ふと野次馬の方を見ると、その中

にスマホを屋上に向けている若い

男女がいた。さしずめSNSにでも

投稿するための動画撮影だろう。

この状況において理解できない反

応ではないが、見ていて気分のい

い行動ではなかった。

「…俺はもう嫌なんだよ！あんな

クソみたいな上司に頭下げながら、

やっすい給料で働くなんての

は！」

屋上の男が急に語り始めた。こう

いう時に自分語りをする奴がいる

というのは本当だったのかと少し

感心する。

「あの野郎に復讐するためにも、

こうするしかないんだよ！」



男の告白と共に、野次馬どもに緊

張が広がる。

「…君が辛いのは理解できる、そ

れでも、その手段はダメだ！」

妻子持ちの四十の男が再び説得を

開始した。すると同時に、黙りこ

くっていた野次馬のうちの数人が

「そうだ」「やめろよ」と同調し

始める。

「復讐するなら、もっと相手に思

い知らせるやり方じゃないとダメ

だ、君が死んでもその上司は、

きっとなんとも感じない！」

「やり直せるよ！」「死んじゃダ

メだ！」同調の声が徐々に大きく

なり、広がっていく。

「うるせえっ！！」

屋上の男が、ひと際大きな怒声で

地上の声をかき消した。

その怒鳴り声には、ほんの僅かに

迷いと焦りが感じられた。十秒ほ

ど、あたりには静寂が訪れた。

「…今さら引き下がれないんだ

よ」

ぽつりとした男の呟きが、はっき

りと地上に聞こえてきた。

瞬間、屋上の男は手すりから手を

離し、前方に倒れ込んだ。真っ逆

さまに、男が落ちてくる。さっき

までの群衆の声援は容易に悲鳴に

変わり、何人かは目をそらした。

そんな中俺は、男が頭から落ちる

さまをじっと見ていた。その先に

何が起きるか、どんな光景が視界

に映るか分かっていて、しかもそ

れは本来なら目を背けたくなるよ

うなものなのに、俺は目を離せな

かった。



野次馬から安堵の声が漏れ、説得

していた男の連れていた赤ん坊が

泣き始めた。どうやら、すぐ近く

に消防署があり、騒ぎを聞いて駆

け付けたようだ。群がる人々から、

間一髪だったな、などという声が

聞こえる。救助された男の方を見

ると、男は腕を額に乗せて、薄く

笑っていた。自嘲したような笑み

に見えた。

興ざめした俺は、哀れな男が死に

損ねたビルを離れた。

——俺にはわかる。あの男は元か

ら死ぬ気はなかったのだ。本当に

死にたい人間は、あんな風に人目

の着くところで飛び降りなんてし

ないし、地上５階なんて不確実な

高さを選ばない。結局奴は、自分

が辛い目に遭って死のうとしてい

るのを、他人に気にかけて、止め

てほしかっただけなのだ。くだら

ない。

それでもあの男は、自分に気づい

てくれる人間がいただけ幸せ者だ

ろう。本当に救われないのは、誰

にも気づかれずひっそりと死んで

いくような奴だ。

「俺みたいに、な」

そう言うと俺は、高層マンション

の屋上の手すりを飛び越えた後、

しっかりと頭を下にして、誰にも

止められることなく地面へと落ち

ていった。



黒：俺

赤：店員

青：老人

緑：凜ちゃん

ふゎーあ。もう昼過ぎか。流石に起

きよう。休日だけどな。

さて、なんか食うもんはあったかな

…あれ、何もないな。しゃあない。

コンビニ行こ。

あれ、この辺にコンビニあったはず

なんだけどな。なくなってるぞ。

てか今まで気づかなかったが、建物

の数急に減ってないか？場所間違え

たかな？俺。

いや、こんな近場で間違えるとかな

いな…。

なんだかんだ家からだいぶ歩いてき

たのに、店もぱっと見屋台が2・3

軒あるだけだぞ…。

…まあ流石に飯くらい買えるよな。

すいませーん。

いらっしゃい！お買い物ですね！

うわっ。そんな元気良い応対された

の久し振りなんだが。

なにをお求めですか？

そうねぇ、しゃけおにぎりとお～い

お茶ある？

えーっと…？おにぎり？ですか？

そうだけど？

すいません。ちょっとそれわからな

いです…。

はい？

うちではたぶん置いてないですね…。

マジ？

それに他のとこでも置いてないん

じゃないですかね。たぶん…。

他のとこにもない？じゃあ何置いて

るわけ？この辺の店では。

『突然ゲームの世界になったらこんな感じ』

作：あらい



そうですね～、うちではたいまつ、

古びたけん、いいぬりぐすりなんか

を取り扱ってますよ。

なんでそんなドンキにすらなさそう

なもん置いてんの？え、飯は？食べ

物は？

そんなもの、私たちなくたって大丈

夫じゃないですか。

本気で言ってる？仙人かなにかです

か？。

実際お客さんだってそうじゃないん

ですか？

俺は飯は食うよ。普通に。逆にお姉

さんは飯食わんの？

ふ～ん。珍しい方ですね。私は生ま

れてこの方、何か食べたいとか思っ

たことないですし…

そんなことあるもんかね…そっちの

方がよっぽど珍しいでしょ…

でも確かに言われてみると別に今日

俺なんか全然腹減ってないんだよな

…。

そうでしょう。それで、他には何か

お求めですか？

う～ん。何も買ってかないのも悪い

気がするし…

それじゃあいいぬりぐすり？を一つ

くれよ。

はい。一つ500円になりまーす。

意外と高いんだな。あとこれどうい

う時に使えるんだ？

体力が減った時に使って頂くと、結

構回復できますよ。

ふーん。便利なもんだな。今度疲れ

たときにでも使ってみようかな。そ

れじゃ。

はい。ありがとうございました。ま

たのおこしを！

正直古びたけんとかの方が興味あっ

たかも…まあいいや。

今日休日だし、凜ちゃんと遊ぼうか

な。あいつは筋トレ好きだから休日

の今頃はジムにいると思うんだけど

…なんにせよ地形だいぶ変わってる

し…場所誰かに聞いてみんとな。



すいませーん。

なに？秘伝の技を教わりにきたの

か？

そんなもん教わりません。道を尋ね

たいんですけど。

なら、また力をつけたときにくるが

よい。

いやそうじゃなくて、道を尋ねたい

んですけど？

なに？秘伝の技を教わりにきたの

か？

えーっと…ジムってどこにありま

す!？

なら、また力をつけたときにくるが

よい。

話にならんなこれは…。

さっきから屋台の人に何人か話しか

けてみたものの…大概こんな感じな

んだが？いつから俺らは同じ言葉を

連呼するしかできなくなっちまった

んでしょう。てかそう考えるとさっ

きのお姉さんレアすぎじゃないか

…？

あ！いた！

ん？あ、凜ちゃんじゃん。さがして

たｚ…

あんた何してたの？さあ、行くよ！

え？どこに？

いいから行くよ！

えぇ～？ちょっ…

それで…おれはなんでこんなとこに

つれてこられたんだろうね？

どこって…ただの洞窟じゃない？

｢ただの｣ね…いやまあそりゃそうな

んだけどさ…

あんた弱いんだからここで鍛えるの

よ。

弱い…？そりゃ弱いでしょうけど…。

てかいまいち今日の状況がつかめん

わ…。で、なに？ここで筋トレす

りゃいいんですか？

違うわよ。モンスター倒すのよ。

筋肉だけじゃなくて頭もモンスター

になったか？そんなんいるとお思い

ですか？

見なさいよ。あそこにいんじゃな

い。ほら。



ああ、あれ？…ネコに毛が生えたみ

たいな生き物いるけど…。

ネコにはもともと毛生えてるでしょ。

そういうことじゃねえよ！

まあいい。とにかく、そうね…今日

はあのくらいのを5体ほど倒しても

らうわよ。

なに？おれがか？

他に誰かいるの？

マジか…やっぱ古びたけん買っとけ

ば良かったかもしれん…。

てか状況ちょっと分かってきた気が

するぞ…？

さあ、私も行くからついてきなさ

い！用意はいい？

ん？なんだこの四角形は。『はいい

いえ』？

そりゃいいえ一択でしょ。『いい

え』。

なに言ってるのよ。さっさと行くよ。

用意はいい？

『いいえ』

なに？まさかびびってんの？用意は

いい？

あー…実質一択のやつか…。よくあ

るよくある。…はぁ。

『はい』

よし。じゃあ早速あいつから倒して

みなさい！

おれは丸腰だぞ！まずせめてお前か

らやってみせてくれよ…！

ふん。この程度こんなもんよ！お

りゃ！おりゃぁ！

おぉ…出来んのかよ…

ってか…。

いつになったら元に戻れるんでしょ

うね…？



みなさんご存知の通り、選挙権年齢が

20歳以上から18歳以上に変わり、大学

生はみんな選挙権を持つことになりま

した。

「政治ってなんか遠いし私には関係な
いかな」
「別に自分が投票しなくても何も変わ

らないでしょ」

こんな風に思っていませんか？
でも、意外とそんなことはないんです。

若者世代の投票率が低くなると、日本

の政治に若者の意見が反映されなく

なってしまいます。

若い世代のみなさんが気持ちよく過ご

せるような社会にするためにも、選挙

に参加することはとても重要なのです。

大学生になって一人暮らしを始めた人

も多いのではないでしょうか。

原則、現在住んでいるところが現住所

になるため、引っ越しをしたら住民票

を移す必要があります。

選挙人名簿登録や、新住所地で行政

サービスを受けるために、住民票を新

住所地に移しましょう。

転入・転出の手続きは難しくありませ

ん。

まず引っ越し前の市区町村で転出届を

提出し、「転出証明書」を受け取りま

す。

そして、引っ越し後の市区町村で転入

した日から14日以内に転出証明書を添

えて「転出届」を提出します。

なお、転出届を提出する際には、マイ

ナンバーの「通知カード」や「マイナ

ンバーカード（個人番号カード）」の

記載事項の変更が必要ですので、これ

らのカードをお持ちください。

＜実家住みの場合、住民票を移してい

る場合＞

投票日が近づくと世帯ごとに届く「投

票のご案内」を指定の投票所に持って

いけば投票できます。

＜住民票を移していない場合＞

自分の住民票のある市町村のHPから

「不在者投票請求書（兼宣誓書）」を

ダウンロードしてその市町村に郵送、

届いた投票用紙を近くの区選挙管理委

員会に持っていき投票します。

投票日当日に投票に行けない場合は、

期日前投票制度を利用しましょう。


